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資料１



グランドデザインの重要性
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緻密な現行分析
（業務／システム）

現在の課題
（業務／システム）

目指す姿
（業務／システム）

移行ステップ

現行システム
機能

新要件

新しい仕組みへ安全・確実に移行するための方法を確立する

現行システムに存在する機能を洗い出し、要件定義の漏れをなくす

UI・業務フロー

計算式・ロジック

データ連携・流通

アーキテクチャ

移行方針（How to be）

データ

開発方針（To Be）

現行システムの課題を解決し、あるべき姿を
実現する上で必要な機能を洗い出す
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移行ステップ • 安全安心を実現するための緻密な移行計画（データ、システム、業務）
• Quick Winなどインセンティブ創出のための仕掛けづくり

UI・業務フロー

計算式・ロジック

データ

• 機能とデータの最適配置
• 標準化領域と自由化領域（ベースラインの考え方）
用語、コード体系、データ項目、データモデル、UI、業務フロー、etc

• IoTなど新たなデータ獲得とAIによる活用

データ連携・流通 • 最適なデータ流通方式設計（データコピー or 直接参照など）
• セキュリティバイデザイン

アーキテクチャ
• 標準技術の徹底活用による技術革新メリットの早期享受
• マイクロサービスアーキテクチャによる変化対応力の向上
• リアルタイム処理比率の最大化
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